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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第29期
第２四半期
連結累計期間

第30期
第２四半期
連結累計期間

第29期

会計期間
自2019年４月１日
至2019年９月30日

自2020年４月１日
至2020年９月30日

自2019年４月１日
至2020年３月31日

売上高 （千円） 35,845,091 18,291,827 68,908,637

経常利益又は経常損失（△） （千円） 3,115,404 △3,091,368 4,300,198

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する四半期純損失（△）

（千円） 1,620,921 △5,827,951 1,486,412

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,619,391 △5,825,543 1,482,195

純資産 （千円） 47,666,989 40,383,275 46,869,335

総資産 （千円） 58,871,234 69,563,464 57,434,067

１株当たり四半期（当期）純利益

又は１株当たり四半期純損失

（△）

（円） 76.09 △273.57 69.77

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 81.0 58.1 81.6

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 4,334,352 △4,457,274 6,533,464

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △1,707,962 △1,205,946 △3,409,621

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △841,006 19,158,939 △1,681,992

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 15,357,865 28,510,050 15,014,333

 

回次
第29期
第２四半期
連結会計期間

第30期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自2019年７月１日
至2019年９月30日

自2020年７月１日
至2020年９月30日

１株当たり四半期純利益又は１株

当たり四半期純損失（△）
（円） 40.26 △104.29

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大により、消費活動が

著しく減退した結果、景気は急速に悪化いたしました。また、緊急事態宣言解除後において、経済活動が徐々に再

開され回復の兆しがみられる一方で、雇用情勢の悪化傾向が顕著になるなど個人消費へのマイナス影響が懸念さ

れ、依然として先行きは不透明な状況が続いております。

　外食業界におきましては、緊急事態宣言解除後、感染拡大防止の対策を実施した上で、営業を再開したものの、

新しい生活様式の実践による消費習慣の変化やテレワークの広がりもあり、外食への支出が抑制され、厳しい経営

環境が継続しております。

　このような状況の下、当社グループにおきましては、お客様と従業員の安全を最優先に考え、店舗における感染

防止対策を徹底するとともに、新メニューやテイクアウト商品の開発に取り組み、既存店売上の回復に注力してま

いりました。

　新規出店の状況につきましては、当第２四半期連結累計期間中にベーカリーレストラン・サンマルク直営店１店

舗、生麺工房鎌倉パスタ直営店２店舗、神戸元町ドリア直営店１店舗、サンマルクカフェ直営店５店舗、倉式珈琲

店直営店１店舗をそれぞれ出店（当第２四半期連結累計期間出店数：直営店10店舗）し、これにより当社グループ

全業態の当第２四半期連結会計期間末の合計店舗数は、直営店863店舗、フランチャイズ店32店舗、合計895店舗体

制となりました。

　これらの結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高182億91百万円（前年同期比

49.0％減）、経常損失30億91百万円（前年同期経常利益31億15百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は58

億27百万円（前年同期親会社株主に帰属する四半期純利益16億20百万円）となりました。

　セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

　レストラン事業売上高は95億81百万円（前年同期比48.5％減）、営業損失は９億58百万円（前年同期営業利益20

億20百万円）となりました。

　喫茶事業売上高は82億47百万円（前年同期比48.9％減）、営業損失は13億24百万円（前年同期営業利益16億88百

万円）となりました。

　当社の実験業態に係る事業であるその他事業売上高は４億62百万円（前年同期比57.5％減）、営業損失は２億40

百万円（前年同期営業損失18百万円）となりました。
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(2）財政状態の状況

　当第２四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産は695億63百万円となり、前連結会計年度末と比較して121億29

百万円の増加となりました。

　資産の部では、流動資産は324億22百万円となり、前連結会計年度末と比較して136億81百万円の増加となりまし

た。これは主に長期借入金が増加した一方、有形固定資産の取得及び新型コロナウイルス感染症による損失の支出が

あったことにより、現金及び預金が134億95百万円増加したこと等によるものであります。

　固定資産は371億40百万円となり、前連結会計年度末と比較して15億51百万円の減少となりました。これは主に減

損損失の計上等により建物及び構築物が39億49百万円ならびに有形固定資産のその他が４億32百万円減少した一方、

繰延税金資産の増加等により投資その他の資産のその他が30億64百万円増加したこと等によるものであります。

　負債の部では、流動負債は52億49百万円となり、前連結会計年度末と比較して14億63百万円の減少となりました。

これは主に未払金が９億３百万円、未払消費税等が７億４百万円それぞれ減少したこと等によるものであります。

　固定負債は239億30百万円となり、前連結会計年度末と比較して200億79百万円の増加となりました。これは主に長

期借入金が200億円増加したこと等によるものであります。

　純資産の部は前連結会計年度末と比較して64億86百万円減少し、403億83百万円となりました。この結果、自己資

本比率は58.1％となりました。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物は、長期借入れによる収入200億円の計上等により、前連結会

計年度末と比較して134億95百万円増加し、285億10百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果使用した資金は44億57百万円（前年同四半期は43億34百万円の

獲得）となりました。

　この主なものは、税金等調整前四半期純損失86億64百万円及び減損損失35億５百万円をそれぞれ計上したこと等に

よるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果使用した資金は12億５百万円となり、前年同四半期連結累計期

間と比較して５億２百万円の減少（前年同四半期比29.4％減）となりました。

　この主なものは、有形固定資産の取得による支出11億58百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果得られた資金は191億58百万円（前年同四半期は８億41百万円

の使用）となりました。

　この主なものは、十分な手元流動性を確保するために実施した長期借入れによる収入200億円ならびに配当金の支

払６億60百万円の計上等によるものであります。

(4）重要な会計方針及び見積り並びに当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の重要な会計方針及び見積り並びに当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な

変更はありません。

(6）研究開発活動

　該当事項はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2020年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2020年11月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 22,777,370 22,777,370
東京証券取引所

市場第一部

権利内容に何ら

限定のない当社

における標準と

なる株式であ

り、単元株式数

は100株であり

ます。

計 22,777,370 22,777,370 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2020年７月１日

～

2020年９月30日

－ 22,777,370 － 1,731,177 － 14,355,565
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（５）【大株主の状況】

  2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

片山　智恵美 岡山市南区 4,225 19.84

株式会社日本カストディ銀行 東京都中央区晴海１丁目８番12号 1,924 9.03

日本マスタートラスト信託銀行株

式会社
東京都港区浜松町２丁目11番３号 1,128 5.30

株式会社クレオ 岡山市南区東畦155-18 1,030 4.84

THE BANK OF NEW YORK MELLON

（常任代理人 株式会社みずほ銀

行決済営業部）

240 GREENWICH STREET, NEW YORK, NY

10286, U.S.A.

（東京都港区港南２丁目15番１号　品川イ

ンターシティＡ棟）

488 2.29

株式会社中国銀行

（常任代理人　株式会社日本カス

トディ銀行）

岡山市北区丸の内１丁目15番20号

（東京都中央区晴海１丁目８番12号）
485 2.28

伊藤忠商事株式会社 東京都港区北青山２丁目５番１号 480 2.26

STATE STREET BANK AND TRUST

COMPANY

（常任代理人　香港上海銀行東京

支店）

ONE LINCOLN STREET, BOSTON MA USA

02111

（東京都中央区日本橋３丁目11番１号)

469 2.20

JP MORGAN CHASE BANK

（常任代理人 株式会社みずほ銀

行決済営業部）

25 BANK STREET， CANARY WHARF, LONDON,
E14 5JP, UNITED KINGDOM
（東京都港区港南２丁目15番１号　品川イ
ンターシティＡ棟）

423 1.99

GOVERNMENT OF NORWAY

（常任代理人 シティバンク、エ

ヌ・エイ東京支店）

BANKPLASSEN 2, 0107 OSLO 1 OSLO 0107

NO

（東京都新宿区新宿６丁目27番30号）

412 1.94

計 － 11,068 51.96

（注）１．当第２四半期会計期間末日現在における信託銀行の信託業務に係る株式数については、当社として把握す
ることができないため記載しておりません。

     ２．上記のほか、自己株式が1,474千株あります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,474,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 21,235,700 212,357 －

単元未満株式 普通株式 67,470 － －

発行済株式総数  22,777,370 － －

総株主の議決権  － 212,357 －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が300株含まれております。

２．「単元未満株式」の株式数の欄には、証券保管振替機構名義株式４株、自己保有株式83株が含まれておりま

す。

②【自己株式等】

    2020年９月30日現在

所有者の氏名又は名
称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社サンマルク

ホールディングス

岡山市北区平田

173番地104
1,474,200 － 1,474,200 6.47

計 － 1,474,200 － 1,474,200 6.47

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から

2020年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、ＰｗＣ京都監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 15,014,333 28,510,050

売掛金 2,776,913 2,996,690

原材料及び貯蔵品 340,269 297,989

その他 627,673 634,133

貸倒引当金 △17,529 △15,905

流動資産合計 18,741,660 32,422,958

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 20,081,404 16,132,087

土地 3,894,354 3,894,354

その他（純額） 1,606,829 1,174,644

有形固定資産合計 25,582,588 21,201,085

無形固定資産   

その他 154,377 196,516

無形固定資産合計 154,377 196,516

投資その他の資産   

敷金及び保証金 9,576,453 9,427,520

その他 5,031,522 8,096,149

貸倒引当金 △1,652,534 △1,780,766

投資その他の資産合計 12,955,441 15,742,903

固定資産合計 38,692,407 37,140,505

資産合計 57,434,067 69,563,464

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,655,213 1,613,497

未払金 3,606,954 2,703,702

未払法人税等 298,052 312,110

引当金 78,136 208,238

資産除去債務 49,851 77,684

未払消費税等 715,313 11,267

その他 309,299 322,729

流動負債合計 6,712,822 5,249,231

固定負債   

長期借入金 － 20,000,000

長期未払金 188,995 78,807

退職給付に係る負債 241,083 246,938

事業整理損失引当金 － 278,817

資産除去債務 3,306,509 3,200,258

その他 115,321 126,135

固定負債合計 3,851,909 23,930,957

負債合計 10,564,732 29,180,188
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,731,177 1,731,177

資本剰余金 3,038,999 3,038,999

利益剰余金 45,670,330 39,181,981

自己株式 △3,578,840 △3,578,960

株主資本合計 46,861,667 40,373,197

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 7,668 10,077

その他の包括利益累計額合計 7,668 10,077

純資産合計 46,869,335 40,383,275

負債純資産合計 57,434,067 69,563,464

 

EDINET提出書類

株式会社サンマルクホールディングス(E05556)

四半期報告書

10/21



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

売上高 35,845,091 18,291,827

売上原価 7,749,900 3,986,601

売上総利益 28,095,191 14,305,225

販売費及び一般管理費 ※１ 25,056,322 ※１ 17,427,865

営業利益又は営業損失（△） 3,038,869 △3,122,640

営業外収益   

受取利息 3,332 4,254

受取配当金 1,357 789

受取賃貸料 97,383 91,299

その他 74,131 89,366

営業外収益合計 176,204 185,710

営業外費用   

支払利息 － 29,665

支払賃借料 82,205 74,141

その他 17,464 50,630

営業外費用合計 99,669 154,437

経常利益又は経常損失（△） 3,115,404 △3,091,368

特別利益   

助成金収入 － ※２ 883,059

受取保険金 11,706 －

特別利益合計 11,706 883,059

特別損失   

固定資産売却損 － 16,609

固定資産除却損 109,742 169,159

減損損失 19,677 3,505,672

貸倒引当金繰入額 420,886 128,231

災害による損失 5,420 －

事業整理損失引当金繰入額 － ※３ 278,817

新型コロナウイルス感染症による損失 － ※４ 2,358,199

特別損失合計 555,726 6,456,690

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
2,571,384 △8,664,999

法人税、住民税及び事業税 845,129 280,438

法人税等調整額 105,333 △3,117,486

法人税等合計 950,463 △2,837,047

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,620,921 △5,827,951

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
1,620,921 △5,827,951
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,620,921 △5,827,951

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △1,529 2,408

その他の包括利益合計 △1,529 2,408

四半期包括利益 1,619,391 △5,825,543

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,619,391 △5,825,543

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
2,571,384 △8,664,999

減価償却費 1,605,640 1,253,643

減損損失 19,677 3,505,672

賞与引当金の増減額（△は減少） 136,318 130,101

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 12,835 5,855

貸倒引当金の増減額（△は減少） 415,342 126,607

事業整理損失引当金の増減額（△は減少） △63,784 278,817

受取利息及び受取配当金 △4,689 △5,043

受取保険金 △11,706 －

支払利息 － 29,665

助成金収入 － △883,059

固定資産除却損 109,742 169,159

固定資産売却損 － 16,609

災害損失 5,420 －

新型コロナウイルス感染症による損失 － 2,358,199

売上債権の増減額（△は増加） 1,240,791 △219,777

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,345 42,296

仕入債務の増減額（△は減少） △309,497 △41,716

未払金の増減額（△は減少） △518,944 △428,734

その他 145,004 △869,647

小計 5,355,879 △3,196,347

利息及び配当金の受取額 1,361 792

助成金の受取額 － 883,059

利息の支払額 － △29,665

新型コロナウイルス感染症による損失の支払額 － △2,089,947

法人税等の支払額 △1,022,888 △25,166

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,334,352 △4,457,274

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,416,321 △1,158,579

有形固定資産の売却による収入 － 95

無形固定資産の取得による支出 △20,008 △57,489

関係会社貸付けによる支出 △175,000 △55,000

資産除去債務の履行による支出 △66,382 △94,580

その他 △30,250 159,606

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,707,962 △1,205,946

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 － 20,000,000

自己株式の取得による支出 △148 △119

配当金の支払額 △660,119 △660,202

割賦債務の返済による支出 △180,738 △180,738

財務活動によるキャッシュ・フロー △841,006 19,158,939

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,785,383 13,495,717

現金及び現金同等物の期首残高 13,572,482 15,014,333

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 15,357,865 ※ 28,510,050
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　該当事項はありません。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　　　　該当事項はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症による影響）

　新型コロナウイルス感染症の拡大による影響は、緊急事態宣言解除後において、経済活動が徐々に再開され回復の

兆しがみられる一方で、雇用情勢の悪化傾向が顕著になるなど個人消費へのマイナス影響が懸念され、依然として先

行きは不透明な状況が続いております。

　したがって、当社グループは、新型コロナウイルス感染症による影響が当連結会計年度末までに終息しないとの仮

定のもと、固定資産の減損会計等の会計上の見積りを行っております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

（当座貸越契約）

　当社は、経営の安定性を確保するため当座貸越契約を締結しております。

　この契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（2020年３月31日）

当第２四半期連結会計期間

（2020年９月30日）

当座貸越極度額 － 10,000,000

借入実行残高 － －

差引額 － 10,000,000

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
　　至 2019年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
　　至 2020年９月30日）

給与賞与 10,300,542千円 6,961,811千円

賞与引当金繰入額 136,203千円 130,291千円

賃借料 5,704,240千円 3,673,345千円

 

※２．助成金収入の内容

新型コロナウイルス感染症にかかる雇用調整助成金等であります。

 

※３．事業整理損失引当金繰入額の内容

SAINT MARC USA INC.の店舗閉店に伴い発生すると見込まれる損失額を計上しております。

 

※４．新型コロナウイルス感染症による損失の内容

新型コロナウイルス感染症に伴う、休業中店舗の人件費、地代家賃及び減価償却費であります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年９月30日）

現金及び預金勘定 15,357,865千円 28,510,050千円

現金及び現金同等物 15,357,865千円 28,510,050千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月26日

定時株主総会
普通株式 660,400 31.00 2019年３月31日 2019年６月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年11月13日

取締役会
普通株式 660,398 31.00 2019年９月30日 2019年12月10日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月25日

定時株主総会
普通株式 660,397 31.00 2020年３月31日 2020年６月26日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年11月12日

取締役会
普通株式 468,667 22.00 2020年９月30日 2020年12月10日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報　告　セ　グ　メ　ン　ト その他

（注）１

合　計
調　整　額

（注）２

四半期連結損益

計算書計上額

（注）３ レストラン 喫茶 計

売上高        

外部顧客への売上高 18,610,341 16,147,646 34,757,988 1,087,103 35,845,091 － 35,845,091

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － － －

計 18,610,341 16,147,646 34,757,988 1,087,103 35,845,091 － 35,845,091

セグメント利益

又は損失（△）

2,020,641 1,688,972 3,709,613 △18,837 3,690,776 △651,907 3,038,869

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、実験業態に係る事業であります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用△651,907千円であ

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

　　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「レストラン」「喫茶」「その他」セグメントにおいて、固定資産に係る重要な減損損失は認識していない

ため、記載を省略しております。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報　告　セ　グ　メ　ン　ト その他

（注）１

合　計
調　整　額

（注）２

四半期連結損益

計算書計上額

（注）３ レストラン 喫茶 計

売上高        

外部顧客への売上高 9,581,473 8,247,968 17,829,441 462,385 18,291,827 － 18,291,827

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － － －

計 9,581,473 8,247,968 17,829,441 462,385 18,291,827 － 18,291,827

セグメント損失（△） △958,147 △1,324,215 △2,282,363 △240,356 △2,522,719 △599,921 △3,122,640

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、実験業態に係る事業であります。

　　　２．セグメント損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用△599,921千円であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

　　　３．セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　前連結会計年度より、従来、「調整額」に含まれていた実験業態に係る事業を「その他」の区分に含めてお

ります。また、2020年３月１日付にて当社が㈱サンマルクチャイナを吸収合併したことに伴い、従来、「レス

トラン事業」に含まれていた同社の事業を実験業態に係る事業として「その他」の区分に含めております。

　なお、当第２四半期連結累計期間の比較情報として開示した前第２四半期連結累計期間のセグメント情報に

ついては、変更後の報告セグメントにより作成しており、前連結会計年度に開示した第２四半期連結累計期間

に係る報告セグメントとの間に相違が見られます。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「レストラン」「喫茶」「その他」セグメントにおいて、当第２四半期連結累計期間中に退店が決定した

店舗ならびに収益性の低下した店舗の固定資産に係る重要な減損損失を計上しております。なお、当該減損

損失の計上額は、「レストラン」セグメントで1,209,189千円、「喫茶」セグメントで1,962,682千円、「そ

の他」セグメントで333,799千円であります。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。

（金融商品関係）

　第２四半期連結貸借対照表計上額と時価との差額及び前連結会計年度に係る連結貸借対照表計上額と時価との差

額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。

（有価証券関係）

　前連結会計年度末日に比べて著しい変動がないため、記載を省略しております。

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純

損失（△）
76円09銭 △273円57銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社

株主に帰属する四半期純損失（△）

（千円）

1,620,921 △5,827,951

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益又は親会社株主に帰属する四半期純損失

（△）（千円）

1,620,921 △5,827,951

普通株式の期中平均株式数（株） 21,303,211 21,303,108

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　2020年11月12日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

１．配当金の総額　　　　　　　　　　             468,667千円

２．１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　 22円

３．支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　　 2020年12月10日

（注）2020年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独 立 監 査 人 の 四 半 期 レ ビ ュ ー 報 告 書 
 

2020年１１月１３日

株式会社サンマルクホールディングス

取　締　役　会　御　中

 

ＰｗＣ京都監査法人

京都事務所

 

 
指　定　社　員

業務執行社員
 公認会計士 松　　永　　幸　　廣　　印

 

 
指　定　社　員

業務執行社員
 公認会計士 鍵　　　　　圭 一 郎　　印

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サンマ

ルクホールディングスの2020年４月１日から2021年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2020年７

月１日から2020年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月３０日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンマルクホールディングス及び連結子会社の2020年９月３

０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適

正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。
 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と
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認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。
 
利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　　上
 
（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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